
アンチモンなどの有害物質を含む太陽光パネルガラスの「無害化リサイクル技術」を
研究開発 ( 国際特許申請中 ) し、多孔質ガラス発泡材「ポーラスα®」へのリサイクル
が可能となりました。

出典：NEDO, 太陽光発電システムのライフ
        サイクル評価に関する調査研究 (2009).

 

太陽光パネルの重量の６割以上を占めているガラスには、 アンチモンなどの有害物質が含まれており、

リサイクルが難しいとされています。

弊社では、 太陽光パネルガラスからアンチモンなどの有害物質を無害化し、

高付加価値なガラス発泡材へと再製品化することを可能にしました （国際特許申請中）。

出典：環境省, 産業廃棄物の排出・処理状況について，

平成 24 年度の最終処分量(2014).
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